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岩手県における小麦・大豆を基幹とする新体系化技術に関する研究

第5報　晩植大豆（ワセスズナリ）の窒素施肥について
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表1試験区の構成
1　は　し　が　き

岩手県における小麦・大豆の1年2作体系は．大豆極中

生品種ワセスズナリの導入により，岩手県南地域の平坦部

及び沿岸部で可能となった。1年2作体系で水稲並の所得

をあげるためには，小麦42吻／克．大豆2日軌／；以上の収立

が必要である。1年2作体系の大豆は晩播きとなり，100日

程度の短い栽培期間で21吻／ra以上の安定生産をすること

が1年2作体系定着化につながることから，晩播大豆の窒

素施肥法について検討した。

（り　試験場所

（2）土壌条件

（3）圃場条件

2　試　験　方　法

岩手農試県南分場

褐色低地土：江刺統

56年　転換3年目小麦あと

57年　転換4年目小麦あと

（4）供試品種　　ワセスズナリ

（5）試験区の構成（表1）

表2　晩播大豆の生育収立
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3　試　験　結　果

日）基肥窒素施用壷と生育・収適

岩手県南部における小麦一大豆1年2作休系の晩播大豆

は，7月上旬播種となる。開花期は8月第3半句で．窒素

施用星による差はみられないが．成熟期は窒素施用量が多

くなると2～3日おくれる傾向を示した。主茎長は42～59

用で窒素施用量が多くなるとやや長くなるが，蔓化・倒伏

はみられなかった（表2）。

56年，57年とも目標としている20毎．／ち以上の子実収塁

が得られ．最多収は28．2吻／んであった。稔実英数，稔実拉

致は基肥窒素多施用ほど多くなる傾向を示す。子実重は．

年

度
鳳 前 作

麦 梓
N （毎 ′8 ）

開 花 期 成 熟 期 主 茎 長 分 枝 数
王 茎 稔 芙 稔 実

彪 為
全　 重 子 実 重 百 校 重

侮 ／8） 基 肥 追 肥 （月 ・日） （月 ・日） ¢坤 （本 ）
廓 敬

（節 ）

英 数

（葵 ／知り
（吻 ′a） （吻 ／8 ） （ダ）

56

1．
小 連

4 4．5 0 ．2 8 ．1 4 10 ．2 1 4 7 ．9 0 1 1．2 5 0 7 1 ．0 5 2 4 5 ．8 22 ．9 2 4 ．8

2 ． 麦 作 44 ．5 0 ．4 8 ．1 4 1 0 ．2 3 5 1．6 0 ．1 10 ．5 4 9 6 1 ，0 7 2 5 2 ．5 2 5 ．3 2 5 ．3
3 ． 44 ．5 0 ．8 8 ．14 10 ．2 3 5 6 ．2 0 ．2 10 ．4 5 0 5 1 ，0 59 5 5 ．8 2 6 ．2 2 6 2

5 7

1．

野

4 9．0 0 ．2

0 ．2

8 ．1 2 10 ．1 5 4 2 ．8 2 ．1 10 ．9 4 0 3 8 16 4 0 ．9 2 2 ．0 2 4 ．6

2 ． 4 9 ．0 〝 〝 1 6 4 4 ．4 2 ．6 1 1．6 4 8 8 9 7 9 4 5 ．0 2 5 ．0 2 4 ．8
3 ． 4 9 ．0 0 ．4

0 ．2

〝 16 4 9 ．0 2 ．9 1 1．9 4 6 8 9 4 9 4 6．6 2 4 ．7 2 5．5

4 ．
菓

小

4 9 ．0 〝 ／′ 1 7 5 1 ．6 2 ．8 11 ．9 5 2 9 1 ．0 8 1 4 3．1 2 3 ．5 26 ．0
5 ． 4 9 ．0 0 ．6 〝 17 4 8 ．5 2 ．3 1 1 ．6 5 33 1，0 5 3 48 ．2 2 4 ．9 26 ．3

6 ． 0 ．2 －．－ 8 ．12 1 0 ．1 7 5 3 ．6 1 ，9 1 1 ．6 6 0 7 1，2 9 6 53 ．4 2 6 ．9 25 5
7 ． 〟 0 ．2 〝 1 8 5 5 ．1 2 ，2 1 1 ．1 5 74 1，1 6 0 4 9 ．4 2 5 ．9 25 ．7
8 ． 麦 0 ．4

0 ．2

〝 1 8 5 6 ．9 2 ．7 1 2 ．1 6 7 1 1 ，4 12 5 3 ．8 2 8 ．2 25 ．6
9 ． 〝 〝 1 9 5 8 ．7 2 ．5 1 1 ．7 6 3 7 1 ．2 9 1 5 0 ．2 2 6 ．1 2 5 ．4
10 ． 0 ．6 〝 1 9 5 5 ．0 3 ．4 1 2 ．1 7 2 7 1 4 9 2 5 0 （〉 2 6 2 2 6 0
11 ．

小
0 ．4

0 ．2

8 ．1 2 10 ．1 7 46 ．1 2 ．5 1 1 ．4 4 8 9 1 ，00 1 4 6 ．5 2 4 ．9 2 6 ．8

12 ． ′′ 〝 18 48 ．6 3 ．1 1 1．5 5 3 3 1 06 5 4 9 ．8 2 6 2 2 5 5
13 ． 麦 〝 0 ．4 〝 18 46 ．9 3 ．1 1 1．6 6 0 8 1 ，26 5 4 8 ．4 26 ．1 2 6 ．1

1 4 ． 連 0 ．6

0 ．2

／′ 18 49 ．0 3，0 1 1．5 6 10 1 ，25 0 4 8 ．0 24 ．9 26 ，5

1 5 ． 作 〝 〝 19 52 ．2 3．0 1 2．0 6 0 9 1 ．25 4 4 9 ．4 2 5 ．3 25 ．8

1 6 ． 〝 0 ．4 〝 1 9 4 9 ．8 2．9 1 2．1 5 9 5 1 ．22 3 5 0 ．4 2 6 ．8 26 ．0



一102－　　　　　　　　　　　　　　　東北農業研究　　第　33　号（1983）

小麦梓をすきこんだ場合．窒素多施用ほど増収するが，搬

出した場合は，窒素0．4吻／8施用が最多収となった。百

粒重は大部分が25タ以上で，粗大分布からあても中粒であ

る。56年には，窒素施用量が多くなるほど百粒重も増大し

たが，57年は明らかではない（表2，図1）。
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図1　N施用量と子実重及び構成要素
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図2　土壌窒素の発現推移

土壌中の硝酸態窒素も基肥窒素多施用ほど発現するが．

小麦梓すきこみの場合は少な目に推移し，小麦梓による窒

素のとりこ良がうかがわれ，乾物の生産も少ない（図2）。

7　　　　8　　　9日

図3　乾物生産の推移
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囲4　開花期乾物重と子美玉

晩播大豆の乾物生産は．開花期40～85才／′歳，最大繁茂

期210～310タ／／諺であった。基肥窒素多施用で乾物生産が

増加するのは，窒素のとりこみの原因となると見られる小

麦梓をすきこんだ場合で．撒出した場合には施肥量による

らがいはほとんどない（図3）。

乾物生産及び窒素吸収量と，稔実英数．稔実拉致．子実

重との間に有意な相関が認められる。最大繁茂期よりも開

花期の万が高い相関を示すことから，晩播大豆栽培では，

開花期までの生育室の確保が重要となる（表3，図4）。

表3　生育量と構成要素及び子実重の相関

稔 実 英 数 稔 実 粒 致 百 粒 重 子 実 重

全　　　　　 重 0 ．3 30 5 0 ．3 17 5 0 ．0 1 83 0 ．9 4 7 2＊＊＊

開 花 期 乾 物 重 0 ．8 5 88 ＊＊＊ 0 ．8 5 9 6 ＊＊＊ 0 ．3 0 7 7 0 ．7 4 9 9＊＊＊

最 繁 期　 〝 0 ．7 0 1 7＊＊ 0 ．7 0 8 9 ＊＊ 0 ．0 2 13 0 ．6 4 5 6＊＊

開 花 期 N 吸 収 量 0 ．8 7 1 5＊＊＊ 0 ．8 6 4 8 ＊＊＊ 0 ．2 0 8 7 0 ．7 0 5 6＊＊

最 繁 期　 〝 0 ．6 16 2＊＊＊ 0 ．6 16 2 ＊＊ － 0 ．0 0 5 4 0 ．5 8 5 1＊
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図5　開花期追肥の効果

㈲・開花期窒素追肥の効果

麦梓すきこみ．あるいは小麦連作跡地等で開花期までの

生育量が小さい場合は，開花期の窒素追肥により稔実英数，

稔実拉致が増加して増収する例もみられるが，生育量の多

い条件では明らかではない。百粒重に対する効果も同様で

ある（図5）。

4　ま　　と　　め

小麦一大豆体系における晩播大豆の窒素施肥法について

検討した。

晩播大豆の栽培期間は100日程度と短いことから，開花期

までの初期生育量を確保することが重要となる。窒素施用

量は．小麦梓すきこみ条件では0．6吻／／旬，小麦搾搬出の場

合でも0．4んか／8程度が必要で，標播の2～3倍となる。

また土壌生産力の高いところでの栽培が安定生産に結び

つく。




